
　今年度の最終評価について
１　教育活動全般

（２）各種検定の合格者が増加している。進路選択の幅を
広める意味でもさらに充実させてほしい。

・本校独自の行事である、サイクリングイベントに
地元の小・中学校生に参加をしてもらうことで伯方
分校の良さを知ってもらうことにも繋がるはずであ
る。また俳句部や郷土芸能部による交流をさらに充
実、発展させるとともにホーページや発行物等を利
用して積極的な情報発信に努めたい。今年度初めて
実施したシンガポール研修も教育効果が高いと思わ
れるので、来年度以降も地元企業の協力のもと、継
続していきたい。

（２）「緊急時に備えた訓練(防災訓練・心肺蘇生等)や防
犯意識の向上に向けた指導が行われている。」に関する評
価が非常に高い。

・今後とも、いつ何が起こるか分からないといった
危機意識を持ち、日頃から生徒の安全確保及び安全
管理に関する対策を講じたい。
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２　学習活動・進路指導
（１）進路希望に応じた類型・コースが設置されていると
ともに個別指導等の充実により、進路実現に成果をあげて
いる。

・今以上に、一人ひとりの生徒に対して、きめ細や
かな個別指導や個人指導を行うことで必要な学力を
身に付けさせ、生徒たちの進路実現に努めたい。

・生徒たちに対して各種検定の内容や検定取得のメ
リット等を理解させることで検定取得に対する意欲
を今以上に高めたい。

３　生徒指導
　「生徒の悩みや不安に親身になって相談にのってくれ
る。」や「交通ルールやマナーについて適切な指導が行わ
れている。」等の評価が高いのに比べて、「教職員の共通
認識のもとに生徒指導が行われている。」の評価が少し低
いのは気になる。

・少人数の利点を生かして、今まで以上に生徒との
面談・相談の機会を増やしたい。生徒指導について
は、全教職員の共通理解や協力が不可欠である。生
徒課会や学年会などの小会議を充実させることで教
職員の横の連携をより強化したい。

４　その他
　中学校で不登校気味だった生徒が伯方分校に入学して、
居場所ができて、毎日充実した学校生活を送っているとい
う話を聞いた。生徒たちが楽しく、学校に行きたいと思え
るような学校づくりをさらに進めてほしい。

・教科指導や進路指導はもちろんのこと、特別活動
等をさらに充実させて、生徒たちが伯方分校に入学
してよかったという気持ちを強めたい。
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（１）「地域との連携を大切にして教育活動が行われてい
る。」や「伯方高校(伯方分校)に入学してよかったと思
う。」と考えている生徒・保護者が多いのが伯方分校の一
番のアピールポイントだと思う。そのためにもホームペー
ジや発行物等の充実が欠かせない。現在の高評価に満足す
ることなく、伯方分校の魅力を外部にアピールしていく必
要がある。


